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活動紹介



項⽬ 概要

学校 都⽴定時制⾼校（三部制・通信制）

⽣徒 中国、フィリピン、ネパール、インドなど

実施形式 放課後部活動

活動頻度 週1の定期活動と単発プログラム

運営 ⾼校・⼤学・NPOによる三者連携

概要



活動内容

多⾔語交流
⾔葉の⼒を伸ばす

居場所づくり
仲間との出会い

先輩トーク
ロールモデルとの出会い

多⾔語・多⽂化交流

（週1から2回で通年で実施）

4−6 7−9 10−12 1−3

オープンキャンパス

（⼤学⽣・留学⽣）

ワークショップ

（先輩トーク）

ワークショップ

（⺟語・⺟⽂化）

年間スケジュール



プログラム
企画・研修

運営

⼈材
⼤学⽣・留学⽣

サービスラーニング

⾼校
校内の調整

⽣徒への呼び掛け
プログラムづくり

⾼校⽣

⼤学
留学⽣・⼤学⽣への呼び掛け
プログラムづくり（海外事例）

NPO
��とのコーディネート

⼤�⽣・留�⽣への研�

プログラムづくり(��)

運営 ⾼校・⼤学・NPOによる三者連携

校内
場・調整
部活動



先輩トーク
ロールモデルとの出会い



LifeMapping  先輩トーク（ロールモデルとの出会い）

ロールモデルと出会う
⼤学⽣・留学⽣の体験談を聞く１
⾼校⽣も体験談を話す。
⾃らの強みを知る。2
対話を通じて
⾃⼰理解を深め・
⾃⾝をつける3



S
�(強み)

W�
(弱み)

O�
(機会)

C
(挑戦)

チャンスを活かしたり、
チャレンジを乗り越える
ために、⾃分のどんな強
みを発揮したか？

チャンスやチャレンジを
乗り越える時に、⾃分の
弱みは何か。弱みをどう
カバーしたか？

これまでの経験でチャ
ンスだと感じたこと
は？

これまでの経験で挑戦やチ
ャレンジお感じたことは？



LifeMapping  先輩トーク（ロールモデルとの出会い）



外部連携における⼯夫



役割分担・・・業務・⽴ち位置の明確化
      （⽣徒や先⽣から⾒て、何をする⼈なのか）

情報共有・・・⽣徒からの相談は必ず共有 （特に進路）

協働作業・・・共に考え.対話の場を設ける。(とにかく顔を合わせる）

１

2

3

外部連携で意識したこと



外部連携による成果と更なるニーズ



成果

⽣徒
・活躍の場→⾃⼰肯定感・⾃⼰効⼒感
・成功体験と⾔葉の⼒→⾯談や⼊試対策
・部員は全員進路決定

教員
・⽇常とは異なる⽣徒の側⾯を発⾒
・⽣徒に対する⾒⽅の変容
・多様な⼤⼈との関わり合い

サポーター
・⽣徒からエンパワメントされた
・⽣徒に対する味⽅の変容
・留学⽣の中には、進路変更をした⽣徒も



改善点・更なるニーズ

1��在留資格の壁�・・・弁護⼠との連携

2��進学の壁・・・スクールソーシャルワーカーとの連携

改善点

更なるニーズ

1��⽇本語指導との連携

2��管理職との関係性づくり



さいごに
外部連携だからこそ、できたこと



ありがとうございました!
THANK YOU!

ご質問やご相談などありましたら、
お気軽にお問い合わせください!


